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は じ (めに

スポーツが新聞紙上で取 り上げられる時、多 く

は競技型スポーツにまつわる話題であり、オリン

ピックに代表されるように高度化したスポーツの

記事であり、一般市民スポーツが紙面を飾ること

はあまりない。高度化スポーツはシビアな競争と

コマーシャリズムの浸透に揺 り動かされており、

社会的な題材としても話題性に事欠かないが、一

般市民スポーツが人々の注目を引く題材とな り、

様々な観点から取 り上げられ論じられることはま

だまだ数少ないと言わなければならない。高度化

スポーツについては筆者自身 もアマチュアリズム

との関連でテーマにしたことがあるが、本稿では、

現代スポーツのもう一つの側面である大衆化した

スポーツ、即ち市民スボーツに焦点を当て、ラィ

フスタイルとの関連を述べてみようと思う。

1.ス ポーツ人口の実際

さてどれほどの人がスポーツに親しんでいるか

を知ろうとする場合、その一つの資料となるのは

スポーツ組織人口である。表 1。
(1)に

示されるよう

に組織人口は緩やかではあるが年々増えているこ

とがわかる。しかし、これはあくまでも日本体育

協会に登録されている加盟団体 41(スポーツ芸術

協会は含めない )のスポーツ人口を示しているに

過ぎず、日本体育協会に加盟していない大 きな組

織人口を持つ硬式野球、ゴルフ、ゲー トボールな

どの競技団体のスポーツ人口は加えられていない

ことに留意する必要がある。

こうしたスポーツ組織人口の伸びから類推して、

登録されない未組織の一般スポーツ愛好者は組織

人口を遥かに上回る筈であり、これら二つを合計

した総スポーツ人口は多大の数に上ることはまず

間違いない。夕Jえば、青梅マラソンはコミュニテ

ィづくりの一環として昭和42年に第一回大会が開

催されたが、その時の参加者は僅かに337人 に過

ぎなかった。しかしその後ジョギングブームも反

映して年々多数の市民ランナーが参加するように

なって参加者の数が膨大になったため、14回大会

からはその数を15,000人に制限せぎるを得なくな

ったほどである。現在全国で開催 されるランニン

グ大会は年間約 300に ものば り、その殆どで一般

市民ランナーの参加が認められており、スポーツ

人国の一端を窺い知ることができる。
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図 1.運 動やスポーツのクラブ ・同好会への

加入状況

一方、これら自ら行う「するスポーツ」に加え

「観るスポーツ」は、プロ野球に代表されるよう

に、人々の生活のなかの重要な娯楽となっている。

実際に球場に足を運ぶだけでなく、居なが らにし

て茶の間でテレビ観戦し、朝夕の通勤電車のなか

ではスポーツ新聞を広げ、ひいきのチームの勝敗

を日常の挨拶代わりにするというように、観るス

ポーツは様々な形で人々の生活の中に浸透してき

ている。ちなみに1984年に実施された有権者3,000

―― 全体

―――男性
Ⅲ… ‐女性
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人を対象に全LTN1 250地点で行われた読売新聞の調

査によると、プロ野球に興味を持っているものの

割合は50パーセントをこえ、有権者だけで5,000

万人、これに19才以下を加えるとプロ野球に興味

を持っている人の数は 6,000万人は下らないと予

想 されている∫
の
 この数を単純にプロ野球ファン

とすることは危険だが、兎にも角にもプロ野球が

「観るスポーツ」の一つとして人々の生活のなか

に定着していることを証明している。

プロスポーツは観客がいてはじめて存在できる

わけで観客なしには考えられないが、アマチニア

スポーツにしても同様に「観るスポーツ_と して

人々の関心を呼んでいる。熱狂的に迎えられを4

年に一度のオリンピック、「春夏の甲子園 _で手

しまれている全国高校野球大会などはその一「:・三

が、企業の後援による冠大会の開催数からもそら

ことは裏付けられる∫
め スポーッィベントは

~全

業名 」が冠けられることによって企業の格好の亘

伝媒体になるが、それはとりもなおさずスポー :`

への人々の関心を逆手にとったものであり、スボ

ーツが多くの人々の関心を呼んでいることを言三二

立てている。

ところで、経済企画庁と労働省の 「倉:造==≡

由時間のための条件 」(84.4月 )と題する環舌,こ

よると、休日、休暇が連続 して永 くとイlる,まと、

旅行、スポーツ、娯楽など積極的な≡勇」が増たこ

ことが指摘 されている。またこれとは異なる調査

ではあるが、将来自由時間が増えた場合の過ごし

方の希望についてみると、32.1バーセン トの人が

スポーツ活動を挙げてお り
(1)今

後さらに余暇時間

が増大していくことが考えられるところから、ス

ポーツ人口はますます増大していくことが予想さ

れる。

少し古い資料ではあるが、昭和45年と弱年に行

われた調査結果に基づいてその一年間に実施され

たスポーツ活動を比較した時そこには大きな変化

が見られたが、それはなにやら現在の海洋性スポ

ーツ (スキンダイビング、サーフィン、ヨット、

ヵヌー等 )、空域性スポーツ (ハ ンググライダーー、

スヵ4ダ イビング、気球等 )の普及定着をl予
期し

ており

')今

後もこうしたスポーツがさらに拡大発

展して行くと思われる。

スポーツは「身体的技能を競 う遊び」と定義さ

れるように、本来 「身体的技能を披露することを

要求する」
(の

もので、そこから体力のある若者の

ものであったし、男性のものと捉えられてきたよ

うである。しかし以前ではとても考えられなかっ

た女性のフルマラソンが行われ、「マスターズJ

と子|される中高年者の世界大会が開催 されるに及

/‐vで、スポーツのむしろそうした若者の、男ll■の

lEと する考え方はもはや通用しなくなった。実

j÷、ママさんバレーの発展を追えば明らかだがp

員 lて t Ξlらかなようにスポーツ組織人口の拡大は

「■il三二・こ員うところが大きく、加えて60才以

二_1■,一  三三言では週 3回 以上の人が46パー

でン ｀ll‐lI″ ■
|、スボーツにもようやく目が

2.余 暇活動としてのスポーツ

スポーツが大衆化するためには、多くの人々の

手,こ余暇が行 き渡 り、経済的な余裕が獲得される

必要がある。 戦後朝鮮戦争を契機にして日本の

高度経済成長が促進され、それに伴って人々のあ

いだに時間的、経済的な余裕がもたらされた。労働

から解放される余った時間とtノての余暇時間は、

ただ体を体めるといった消極的な休息の時間から、

「積極的な生活 _1、「主体的な生活 」を送るため

の活動によってあがなわれなければならない時間

として利用されるようになり、こうした背景のも

のとにスポーツも余l震活動の一つとして行われる

ようになったのである。

「労働の世界 Jは いかなる社会の社会生活にお

いても支配的位置を占めていると述べたのはP.

…30～―



L。 バーガーであったが18)Lノかし今や人々は労働

を離れたところに住 きがいを見い出し始め、以前

の労働倫理が一律に支配tノていた社会 とは大 きく

隔っている。ギf者の暮らし方の意識の変遷をみて

も、図夕た示されるように、「趣味にあった生活
を送ること」が年々次第に増加する傾向にあり、

%

よせず
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図 2.青 年 (20～24歳 )の理想 とする暮 らし

んゝた

別の調査結果ではあるが、仕事に生 きがいを感 じ

ている人は 4書」弱で仕事以外の生活に生 きがいを

感 じている人の 2害」」」を:k幅に上回っているとは

言え、何れをも両立 させようとする人の割合が 4

割におよび、以前の 1仕 事一辺倒 」は次第に陰を

ひそめてきているよ
101

現代の労働は大企業の 11場労働にその顕著な特

質を見い出す事がで きるが、それは極論 して言え

ばラインエ程に立つ|ぢ虜りである。そこでは職人的

な個性的な技能は最低限に抑 えらオ1′、極度に合理

化 された動作を正確に繰 り返 tノ決められた時間の

中で行 うことが求め られ、例えその人間がその111

程に立てな くなったとして も、他の誰かと即座に

代換可能で、その人の持つ特有の個性的な技能は

必づ■ノも魔要`とさオ1′ないっもヽtノろそうした個性的

な技能な拙lえたラインJl程であったが故に同品質

の大量生産がliI能になったと言えるだろう。そこ

では出来映えに対する個人の役害Jは極度に小さく

短所 も含めて個人のもつ能力のありのままをFFiけ

出さなければならない労働とは著しく異なる。

近代人は共同体のしがらみから解放されること

によって、 「自分」(「個我 J)に 執着するよう

になったと言われるがJll)こぅした労働環境の中

で働 く人々が、ありのままの「自分 」を発揮でき

ない労働の中に生 きがいを見い出せ得なくなった

と感じているとしても仕方あるまい。 もはや労働

のなかで自分らしさを表現することは、あるいは

労働のなかに自分を投影することは、困難になっ

たのである。いや、求めなくなったと言った方が

正確かもしれない。

高度経済成長はテクノロジーの進歩 ・発展の力

に与っていたが、その人間の幸福を増大してくれ

るものとひたすら信じられてきたテクプロジーの

進歩が、実は様々な弊害を伴うことが次第に明ら

かにされるに及んで人々の生活を脅かすテクノロ

ジーの進歩発展に疑いの目が向けられ始め、それ

に対する反省が人々のあいだに露出してきた。そ

こから、よりよい生活とは何かが真剣に問われ始

め、 生活環境 とか健康など身の回 りの 「生活 」

に係わる価値が人々の意識の俎上に乗せられるよ

うになったのである。ちょうどそれは高度経済成

長が遂げられ、各家庭に耐久消費財 (冷蔵庫、洗

濯機、掃除機、テレビ、車、高級家具等 )が行 き

渡 り、豊かな生活が達成 されたかに思えたその時

であった。豊かな生7舌が豊富な物財に囲まれ′た生

活から、その生活の「質 」に求められるようにな

ったのである。60年代から70年代´ヽの移行はまさ

に1量 」から「質 Jへ の転換であったと言えよう。

労働と余暇の関係から、

労働だけの時代

労働のための余暇の時イt

労働と余暇が対等になる時代

趣味にあった

暮 らtノかた
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労働が価値を失う時代

という4つ の時代区分が考えられるが了
1の

労働と

余暇が対等になる時代へ移行するなかで、労働と

いう生産優位の考え方が揺らぎ、人々は労働よりも

労働以外の自分の生活価値を重視するようにな り、

そしてまた共同体の東縛を解かれた人々は個人の

幸福の追求を価値あるものと認識するようになるЭ

それまでは個人的な幸福を追求することは日陰の

価値でしかなかったが、 「個人の幸福 」を追求す

ることそれ自体が正当なものとなり13mEI常生活の

重心は労働から「私生活 」に移った。それも豊富

な時代に築かれた「私生活 」中心主義であって、

60年代以前の窮乏の時代から高度経済成長を経て、

少なくとも衣、食、住の心配がなくなり、そうし

た基盤の上に立ってその生活の「質 Jが 追求され

始めるのである。

こうした脈絡の中でプライパタイゼイション

(私生活中心主義 )、 クォリティオブライフ、ラ

イフスタイノ励 声ゞ高に叫ばれるようになったのである。

ライフスタイルとは「生活の型 」のことであり、

「ある人の価値システム」を表現 しているが、そ

れは「財の消費 」と「関わ り合 う人間」にまつわ

り、具体的には服装、身に付ける装身具、小物、

家具等の消費財や、関係する人間、振舞い、言葉

に現れる野
)そ

れらはイ固々 バラバラに存在 してい

るのではなく一つのシリーズを形成していると考

えた方がよい。黒塗 りの大型車に乗 り、ダークグ

レーのスーツに身を包んだ人がどんな会話を交わ

すかを聞けば、それだけでおよそのその人となり

が予想できる筈である。

とは言っても、一億総中流という時代にあって、

物財の充足は平均的にな り、個性的な生活を演出

してみようとしても、それほど他人と異なる個性

的な特別な伺かができるわけではない。経済的に

は殆ど皆肩を並べているわけで、耐久消費財にし

てもまず殆 どの家庭に取 り揃えられてお り、その

中で個性を発揮しようとすれば、ちょっとしたと

ころで自分らしさの演出を行わぎるを得ない。と

すれば、この様な状況の中で余暇をどのように使

うかというその使い方自体が自分らしさを表現す

る重要な媒体になってくると言わぎるを得ない。

3.ラ イフスタイルとスポーツ

こうしたなかで、意識しようとしまいと、スポ

ーツもそのノ、なりのライフスタイルを構成する重

要な余項言重:の一つに組み込まれる。

スボーツもその 1́、の生活様式を示すシンボルと

なり、一連の消費訂と同様に豊かな生活を表示す

る「標準パ ッケージニの一つを形成するようにな

ったのである。行うスポーツが 「らしさ」を表す

のである。

ボー ドリアールは、 「消費 される物になるため

には、物は記号にな らな くてはならない」と述べ

た95)商 品の持つ 「物的価値 」、即 ち品質や機能

や性能 といった物本来の持つ価値よ りも、 「交換

価値 二、露ちデザインとか色、ブラン ド、あるい

は広告などによって作 られる価値が、消費者の選

択の対象|こなるとt う`のである。

同じことがスボー タ,こt圭 て,ままるのではない

か3=道 じtよ う.こスボー し`
｀
1ま、

~身
体的技能を

使った達ι
r_と

t義 き■るが、スポーツが今日の

よう,こ誓■=着 しだのはそれ故ばか りではない。

スボー /`・つ本質的特徴 (「物的価値 」)よ りも、

そ義ぞれのスポーツが持つイメージ、それによっ

てか もしだされるイメージ、感性的なイメージ :

言Ξ号的価値 (「交換価値 」)に よってスポーツが

選択 されるのである。

記曾[二

`[偲

塚霧:「 1看 畠急務1重 翼嘗法 [

かでベブレンが示唆しているようにテニスコート

を持つことは、上流階級を示す記号になるのであ

る。テニスコートの維持管理には多大の費用を要

し、そのことが富の象徴となり上流階級を示す記

号となるからである。

こうしたことは今日の大衆化の一翼を担ってい

る女性スポーツのなかに顕著な例を見い出せるの
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ではないだろうか。

ママさんバレーの今日の隆盛は、1964年の東京

オリンピックの開催を契機に各市町村にバレーボ

ールが配られたことに由来しているが、今日のよ

うに普及定着したのは電化製品によって家事労働

が軽減され余暇時間が増大したこと、主婦 も経済

的な力をいくらか持てるようになったこと、そし

てなにより主婦が家庭の外に出て何かの活動に従

事することをむしろ価値あるものと考えるように

なったことが背景にあった。

主婦労働にとって 3種 の神器と言われた洗濯機、

掃除機、冷蔵庫が各家庭に普及し、そして農村型

生活から都市型生活へ移行するにつれ、住居費、

交通費、教育費などが生活していく上でどうして

も必要な社会的必要経費となり、加えて豊かな生

活を送るために必要な経費 (耐久消費財の購入、

教養娯楽費等 )が家計を圧迫した結果、主婦 もパ

ートタイム労働者として家庭の外に出て賃労働化

しなければならなくなったf17)

家計を支える第二の労働力 として賃労働化 した

主婦達は家庭 を離れることに成功 したが、その結

果経済的にも大 きな力を持 ち始め、女性の社会進

出が主張 され、主婦の座に安住 していてはいけな

い、社会に遅れてはいけないとする考 え方が主婦

に追 り97)家 庭の外に出て伺かの活動に身を置 く

ことが促進 されたのである。

ママさんバレーは、主婦に新 しい風 を吹 き込み、

それまで閉 じ込められていた家庭生活を忘れ させ、

幾何かの解放感 と充実感 を味あわせて くれた筈で

ある。ママさんバ レーは、家庭の外に出て活動す

る新 しい主婦のイメージを表わし、バ レーボール

に興 じることが自発的に家庭の外に出て社会的活

動に参加する欲求を満たして くれたと言 えるので

はないだろうか。

ママさんバ レーによって水路づけられた女性ス

ポーツは今 日テニス、ジョギング、ジャズダンス、

エアロビクスヘと拡大 して きている。

スポーツが一般の女性の間にも普及 してきた一因

は男性の側の偏見であるとされる「女性 らしさ」

を覆すことになったからであろう。労働を離れた

所で「活動的なこと、活発なこと」は、以前は女

性らしさの徴表とは考えられなかったが、そうし

た過去の男性の偏見によって生み出されたとされ

る「女性 らしさJを打ち破ることが新 しい女性像

にオーバーラップされ、女性がスポーツのような

社会的な活発な活動に打ち込むことが少しも非難

されることではなくなったのである。スポーツが

女性の社会進出を印象づける媒体として記号とし

て利用されたのである。

昨今女性のあいだで特にブームとなったのは、

ジョギング、ジャズダンス、エアロビクスなどで

あるが、これらはいずれも特定の技術 ・技能を身

につけないと参加できないというものではなく、

その人なりに体を動かせばよく、絶え間なく体を

動かすことによって大量の酸素摂取を行うことを

特徴としている。 もともとは成人病予防のために

奨励推進されたもので、健康づくりのためのもの

である。女性に限らず多くの人々を巻 き込んだこ

のエクササイズブームは、健康づくりと深い関係

があったのである。前述したように、スポーツは

「身体的技能を披露すること」を要求することか

ら、 「体を使 うこと」はどうしても外せないスポ

ーツの重要な構成要素であり、そこから体を動か

さなければならないスポーツが運動不足と関連づ

けられる。生命の上台である健康を維持する為に

スポーツが行われるというわけである。実際にや

ってみると意外にハードではあるが、特に大筋運

動が必要というわけでもなく、特別に難しい動 き

が要求 されるというわけでもないこうしたスポー

ツは、成人病の予防としてまた現代人に不足して

いる発汗の喜びを大いに満足させている。

しかしそれにもまして何よりも重要な誘因とな

ったのはシェイプアップという女性の現実的願望

を満足させてくれることであり、そしてまた自分

の個性に適った好みの服装に身を包むことができ

ることにある。ジョギングパンツにヘッドバンド、

-33-



レオター ドにレッグウォーマーといったカラフル

な服装が女性の心を掴んだのである。

スポーツがはたして人間の生理的必要を満たす

為に作 り出されたものであるかどうかは議論のあ

るところだが、少なくともこうしたエクササイズ

はアメリカで成人病の予防を目的として医学的な

見地から奨励 されてきたものである。しかし、現

実に今日本でこのように盛んになったのはそうし

た人体の健康ゆえばか りではない。むしろこうし

た生理的 「必要」という側面が破棄されたところ

に人々の注目が集まるのである。本来持っている

「使用価値 」によって道具として用いられるので

はなく、豊かで快適な生活を送るための要素とし

て他人との差異を表示するために利用されるので

ある。

大衆に行 き渡ったスポーツではおそらくその最

初がテニスであっただろうし、こうしたエクササ

イズなのである。若者に人気のあるサーフィン、

あるいはハンググライダーといったスポーツも買

じ脈絡のなかで把えられる。

生産優位の社会では無駄なもの機能的でなt もヽ

のは否定 される傾向にあるが、 たとえ無駄なも

のであってもその人の欲求を満足してくれるの t

のであればそれで十分なのである。マズロー。ます

求の 5段階説を提唱し、人は 1)生理的欲求、

2)安全の欲求、 3)所 属 と愛の欲求、 4)社 会=

承認の欲求、 5)自 己実現の欲求を頂次満たして

いくものだと述べた力轟
9装

食住に′亡ヽ配がな くなる

と、人は自己実現へと向かう。自己実現とは、自

分がなりたいものになることだと言い替えてもよ

い。人々は生理学的生物学的に生 きる、つまり生

存するだけでは満足せず、自分がなりたいものに

少しでも近づきたい。そのささやかな欲望をいく

らかでも満足させてくれるのは、もはや労働の世

界においてではな く、他ならぬ自分の私生活の中

の余暇の中に於てであ り、スポーツもその一つに

数えられるのである。私生活の充実のほうが生き

ていく上で重要な目標 となり、スポーツもその一

つの対象に位置づけられたと結論づけることがで

きるのではないだろうか。

ま  と  め

経済の高度成長は所得水準の向上と労働時間の

短縮を実現 し、そこから余暇を如何に使 うかとい

う習題を引き起こし、加えて労働価値から生活価

恒への華婆|ま、私生活中心主義、クォリティオブ

ライア、ライフスタイルを人々に呼び起こし、「私

三舌_つ 更実を認識させると同時に、 「私生活 」

を≡■の思いのままに演出したいと願 う。スポー

j,ま、`西性的なライフスタイルに適合 した、生活

l(`三つ上昇を具体的に示す一連の財とサービスの

て捉えられ、人々の生活のなかに定着し

言えるだろう。

。まスボーツが本来有していると思われて

二_,ま見這こ
｀
され、それよりもそのスポ

づ `ヽ一ジ、て,もしだすイメージ(「記

スタイノしの構成要素

れ、 こ√_まで1こな、ヽ千 しいスポーツが流行 し人々

£三 言つ芋|こ孫 り入れられるとともに、スポーツ

を行 う環境の整備充実が計 られることによって、

1百生的なイ固々のライフスタイルに応 じたスポーツ

が多 くの人々の生活の一部 となっていくことだろ

う。例えそれが見せかけの作 られた欲望に支配 さ

れるとして も。

注

1)池 田 勝 「スポーツ人口の動向 」(「体育の

科学 」vo1 34-10)p.730よ り転載

2)1984年 3月 31日 読売新聞夕刊

3)博 報堂の調査によると、今年 (昭和61年 )予

定されている「冠大会 」は、約 170大会ほど

で、調査にもれた大会 もあることから全体で

210～ 250大会に上ると推察している。朝日
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